
医療機関名

所　在　地

許可病床数

病床稼働率

病床数の
減少前の役割

病床数の
減少後の役割

病床数減少の
スケジュール

計画完了までの
病床数の変遷に

ついて
別紙１のとおり

令和3年度4月時点、急性期病床19床
令和4年3月31日時点、急性期病床5床へ減少
令和5年3月31日時点、急性期病床3床へ減少

以後急性期病床3床で維持する予定。

協議書（単独病床機能再編計画）

市原胃腸科外科

熊本県阿蘇市黒川1484

急性期19床

内科、外科、消化器科、乳腺科を設置。
地域のかかりつけ医として急性期疾患の入院治療を行い、高度
医療機関との連携を実施した。
外来療養中の慢性期疾患の急性増悪に対して入院での治療を行
い、退院後に自宅療養出来るようリハビリを実践。
専門医療機関で治療後、早期退院した方の在宅復帰、介護施設
への橋渡しや、慢性疾患の増悪への対応、介護施設への連携な
どの幅広い役割を担った。

急性期疾患や慢性疾患の増悪などへ対応し、高度医療機関への
橋渡しを行う。また介護施設との連携を深め、地域医療の中心
的役割を担う。
病床を縮小維持することで入院が必要な消化器疾患患者の予定
検査や、高度内視鏡治療、外科治療などへ、限られた医療ス
タッフで効率的に対応する。
すでに行っている在宅医療を充実させることにより、通院困難
な患者への医療を提供する。外来でのリハビリテーションを行
い、より長く自宅で療養出来るよう支援していく。

77.80%



別紙１

医療機関名

うち対象３区分（※）
の合計

許可病床数 0 19 0 19 19

稼働病床数 0 19 0 19 19

許可病床数 0 19 0 19 19

稼働病床数 0 19 0 19 19

許可病床数 0 19 0 19 19

稼働病床数 0 19 0 19 19

許可病床数 0 19 0 19 19

稼働病床数 0 19 0 19 19

許可病床数 0 5 0 5 5

稼働病床数 0 5 0 5 5

許可病床数 0 3 0 3 3

稼働病床数 0 3 0 3 3

※対象３区分＝高度急性期、急性期、慢性期

令和２年４月１日時点

令和3年3月31日時点（計画が複数年に及ぶ場合）

令和5年3月31日時点（計画完了時）

令和4年3月31日時点（計画が複数年に及ぶ場合）

計画完了までの病床数の変遷について

合計

平成30年度病床機能報告

区分 休棟等

市原胃腸科外科

令和元年度病床機能報告

高度急性期 急性期 回復期 慢性期


